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は同じような回折パ ターンを示すというような ｢乱れ方の規則性｣ とでも呼ぶべきもの












ィ･エッジの存在という概念に基づいて ｢Mott-CFOモデル ｣ が提案されてきた｡が,
非晶質Geな どにみられる現象の説明のため, さらにフェルミ面近傍に状態密度の山を
考える ｢MotトDavisモデル｣が提案され,それに基づいて直流伝導度の温度紋存性 (ln






固相一液相転移の理論としては, 1) shearmode のソフ ト化-難点は二次転移にな
ること,融点が高 くでること 2) latticegasモデル 3) hardsphere系の統計力学
(Alder) 4)転位モデル があるo転位モデルによる融解の理論は, 転位 の濃度 を
=disorderparameter" として,自由エネルギーを,転位の導入による種々の寄与 一 体
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ここで t-IT-Tc冊 C, h､hl,･･･は場で,aは比熱の臨界指数であるo
質問 :場が一つの時,臨界指数はいくつ必要か?一■′ヽ′W
答 ‥場に関する gapexponents At と相関距離の exponentyがあるが, ▲-yper一一■′ヽヽ′
scaling dy- 2-aを仮定すると独立な exponentsは一つ減るo
次に任意の空間次元d,n成分の変数に対する連続体モデルを導入するo n--2が
ガウス模型,∩- 1が Ising模型,∩- 2はXY模型,n-3は古典的ノ､イゼンベルグ
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